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総務・産業建設常任委員会（平成29年９月14日） 

 

◎委員長（大野慎治君） おはようございます。 

 ただいまから総務・産業建設常任委員会を開催いたします。 

 当委員会の案件は、継続審査事項１件であります。 

 それでは、継続審査事項であります議案第52号「岩倉市公共施設再配置計

画検討委員会条例の一部改正について」を議題とします。 

 質疑はございませんか。 

◎副委員長（櫻井伸賢君） 条例の一部改正案でありますので、ちょっと条

文の文言にこだわっていきたいなと思うんですけれども、まず基本的なこと

で申しわけないですけど、公共施設再配置計画という言葉の中に、今回は岩

倉市学校施設長寿命化計画の策定にという形で、長寿命化と入っているんで

すけれども、公共施設再配置計画という言葉の中に長寿命化という概念は入

っているのでしょうか、入っていないのでしょうか、教えてください。 

◎都市整備課主幹（石黒光広君） 公共施設の再配置計画の中におきまして、

長寿命化計画は入っております。包含されております。 

◎副委員長（櫻井伸賢君） そうだろうなというふうに思ったんですけど、

例えばもやもやとしていた中にあるのは、なぜこの一文が入ったのか。前回

は、保育園の懇話会がたまたま補正予算の中にあったからなのかという意味

合いはないと思うんですけれども、保育園を入れるべきなんじゃないかとい

うような議論で補正予算の中にということで財務委員会まで移行したんです

けれども、改めて岩倉市公共施設再配置計画検討委員会条例の第３条を読む

と、委員会は次に掲げる事項を所掌する。(1)岩倉市公共施設再配置計画の

策定に関すること。ああ、なるほどと思います。２項として、その他なんで

すね、岩倉市公共施設再配置計画に関し、市長が必要と認める事項。後から

認めていただければ、悪いですけれども、入れられるという状態になってい

ます。ここに何で学校の長寿命化だけ持ってくる必要があるのかなあという

ふうにひっかかっているんですね。 

 そこでお伺いをするんですけれども、それじゃあこれは入れる、入れない

ということで、今までの公共施設再配置計画検討委員会での議論が瑕疵があ

ることになるのかということなんですね。この条例第３条に違反するという

意味で、今までの過去の委員会の議論に瑕疵が発生するのか、ちょっと教え

てください。 

◎行政課長（中村定秋君） 済みません、少し例規的なところもございます

し、先日の財務常任委員会で少し私がこの件について発言した経過もござい
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ますので、少し御説明をさせていただきます。 

 再配置計画と学校施設の長寿命化計画のその辺の経過については少し省略

いたしますが、結果として公共施設再配置計画の策定にあわせて、今回、学

校施設長寿命化計画というものと、公立保育園適正配置方針というものを作

成していこうということになったというのがまず第一段階。このうち、公立

保育園適正配置方針の検討につきましては、別に懇話会を設けて保育の専門

家や園児の保護者、保育士の意見を聞いていこうということにしました。そ

の懇話会については、その内容、あるいは性質等から、地方自治法に規定す

る附属機関には該当しないということで判断をいたしまして、予算としては

謝礼、それから設置については要綱の制定という、ここが保育園の部分の前

段になります。 

 核心部分になりますけれども、一方、学校施設長寿命化計画につきまして

は、これまで附属機関として設置している公共施設再配置計画検討委員会の

構成員に校長先生やＰＴＡの代表者が含まれているということから、改めて

別に検討組織を設けるのではなく、公共施設再配置計画検討委員会でその学

校施設長寿命化計画も御検討いただこうということになったということでご

ざいます。 

 確かに、その他岩倉市公共施設再配置計画に関し、市長が必要と認める事

項に、もともと今答弁にありましたように長寿命化計画も包含されていると

いうことですが、一応、新たな検討事項が加わって会議の開催回数もふえる

ということから、補正予算として報酬の増額もお願いしているということで

す。 

 そこで条例についてどうしようかというところで、内部的にもその辺につ

いては、第２号に含まれるのではないかという議論もございました。しかし、

学校施設長寿命化計画は、文部科学省からも策定が要請されている一応別の

計画であること。所掌事務がふえるという理由で今申し上げましたように今

議会で補正予算を計上しており、ここで所掌事務として明確にするほうが予

算との整合性が図れること。それから、これまで、例えば自治基本条例審議

会に市民参加条例の検討を追加したとき、あるいは教育振興基本計画の推進

委員会に教育に関する評価についての所掌事務を追加したときに、いずれも

条例改正を行っているということから、その他に含まれてしまうのではない

かというところは少しいかがなものかということで、やはり正式に議会に議

案として提出をして正式な手続を踏むべきだということで判断をして、今回

議案を上げさせていただいたということでございます。 

 これまでの委員会の議論に瑕疵があったということではないと考えていま
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す。 

◎副委員長（櫻井伸賢君） ありがとうございました。 

 それじゃあ、例規審査委員会ではこの点に関して、繰り返しになっちゃう

んで申しわけないんですけれども、質疑があって今のような御答弁をされた

ということでよろしいですね。 

◎行政課長（中村定秋君） そうです。内部的にもこれは例規審査委員会で

も入れるべきだという判断をしております。 

◎委員長（大野慎治君） ほかに質疑はございませんか。 

◎委員（桝谷規子君） 総務委員会がこのように、この前結論に至らず継続

審査になってしまったということは、先ほど行政課長も言われたように、補

正予算にかかわる２つの公共施設再配置計画の検討委員会の中身、保育園の

ことと学校のことが補正予算で計上されたんですけれども、公立保育園の適

正配置方針の策定事業のほうも、その策定にかかわることも入れるべきじゃ

ないかという議論が、前の総務委員会の中では、かなりそこが入らないとい

うことが納得いかないということが話されました。 

 補正予算の審議の財務常任委員会の中では、公立保育園の適正配置方針と

いうのは、やはりより専門的な講師も入る中で、ソフト面もハード面も検討

していくことや、公立保育園や私立のほうの認定こども園などの保育士さん、

また保護者の人たちも入っての十分な議論が必要だということで、この公共

施設再配置計画検討委員会の中にそこも持ってきてしまうと、本当にメンバ

ー的にも、また議論的にも大変な状況になる。よりこの懇話会の中できちん

とした議論をしながら反映させていくことということで十分に話し合われた

と思います。 

 そういった中で、この前の継続審議になった大きな懸念事項であった公立

保育園の適正配置方針の策定もここの所掌事務の中に入れるべきじゃないか

という議論は、すっきりしたんだと思います。 

 しかし、再配置検討協議会の中に具体的にどんなスケジュールでどのよう

な議論の中で反映させていくのか、その懇話会の議論をどう全体のものにし

ていくのかというところが、より今後の議会にもきちんと報告していただき

たいし、再配置計画の中にきちんと反映させていくスケジュールをもっと明

確にする必要があるんだという議論がされたと思うんですが、反対に今、櫻

井委員が言われたように、学校施設の長寿命化計画の策定というのもこれま

で所掌事務の中に入っているんなら、別にあえていらないんじゃないか。こ

れが入っているがために、２つの中身で保育園もみたいな議論がすごい長々

とされてしまってという思いなんですが、だから今、行政課長がより明確に
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ということで入れる方向と言われましたけれども、入れる必要が、別にあえ

て入れなくてもいいという結論にならないのかなあと思うんですが、再度お

聞かせください。 

◎行政課長（中村定秋君） ただ単により明確にということではなくて、３

つ主な理由があるというふうに少し申し上げましたけれども、繰り返しにな

ってしまいますけれども、やっぱり公共施設再配置計画の中に含まれるとは

いえ、文部科学省からも策定が要請されている別の計画であることというの

が１つ目であります。 

 それから、補正予算で今回いろいろと計上させていただいていますけれど

も、それとの整合を図る必要があるだろうということです。補正予算を出し

ておきながら、その他の中に含まれていますというのは、私どもとしてはそ

うじゃないんじゃないかと、やっぱりちゃんと外出しするべきじゃないかと

いう議論があったということ。 

 それから、これまでも所掌事務がふえるときには条例改正を行っていると

いうことから、ただ何となくないよりあったほうがいいのかという意味で外

出ししたわけではなくて、内部では明確にこれはやはり別に定める必要性が

あると、そのほうが議会に対しての説明責任も果たされるという議論で今回

条例改正をお願いしているということでございます。 

◎副委員長（櫻井伸賢君） いろいろお伺いをさせていただいたんで、確か

に答弁をいただいたよという意味で伺うんですけれども、素人考えで非常に

恐縮なんですけれども、３つの理由を今言われたよということはわかるんで

すが、それならば、素人考えですよ、学校施設の長寿命化計画に関すること

という一文を入れるんじゃなくて、それだったら、もう保育園に関する再配

置検討計画の策定に関すること、集会施設に関する長寿命化計画の策定に関

すること、希望の家に関する長寿命化計画の策定に関することと全てを網羅

するような条立てのほうがいいんじゃないですか。素人考えですよ。 

◎行政課長（中村定秋君） その点につきましては、まず保育園の適正配置

方針については別に懇話会を設けてそこで意見を聞くというところですので、

まずここに入れてしまうと少しわかりにくくなってしまうというところです。 

 それから、もっと羅列したほうがいいんじゃないかという話につきまして

は、これも繰り返しになってしまいますけれども、補正予算で今回、学校施

設長寿命化計画をつくるからという理由で委託料、あるいは報酬の増額をし

ているということと、あと集会施設長寿命化計画というのをどこかに要請さ

れているわけではない。学校施設長寿命化計画については、文部科学省から

策定が要請されているということでございます。 
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◎委員長（大野慎治君） ほかに質疑はございませんか。 

◎委員（桝谷規子君） 済みません。文部科学省から策定の要望がされてい

るということが強調されるわけなんですが、別に国から策定の要請がなくて

も、岩倉市独自で、公共施設の再配置計画の中には当然学校施設の長寿命化

の問題は必要なんだというこれまでの議論もあったんではないかと思うんで

すが、やはり国が言うからみたいなのが非常に比重を占めているような、も

ちろんそこで３つと言われました補正予算を出していって、所掌事務がふえ

るときにはきちんと今までも出してきたというこれまでの経過もお聞きした

わけなんですが、どうなんでしょう。 

◎行政課長（中村定秋君） 別に強調したという意識はございません。そう

いう名前の計画が正式に通知として表現されているという意味でそういうも

のもあるということで、それだけではございません。やっぱり主な理由とし

ては先ほどの３つ申し上げた理由でございます。 

◎委員長（大野慎治君） ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（大野慎治君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

 次に、議員間討議に入ります。 

 討議は必要でしょうか。 

◎委員（関戸郁文君） 今の回答等を聞きまして、積極的に岩倉市学校施設

長寿命化計画の策定に関することを外す理由というのは何かございますか。 

◎委員長（大野慎治君） 済みません、今、誰に聞いて。 

〔「皆さんに」と呼ぶ者あり〕 

◎委員（桝谷規子君） 外す理由じゃなくて、あえて入れなくてもいいんじ

ゃないかという議論になっている。 

◎委員長（大野慎治君） 済みません、皆さん、議員間討議中はマイクを入

れていただきますようよろしくお願いします。 

◎委員（相原俊一君） 関戸さんのおっしゃることはよくわかるんですけれ

ども、先ほど櫻井さんのほうからも確認の発言があったように、再配置計画

の中に学校の長寿命化も入っていると。最後に市長が認めるものという、そ

の一文も入っている、そこで念を押されている、だからそれ以上のことがあ

っていいのかということだと私は理解したんですけれども、そういうことな

んですけれどもね、私は。 

◎委員長（大野慎治君） ほかに発言する委員の方は挙手を。ありますか。 

◎委員（塚本秋雄君） 公共施設の再配置計画、大分前からやられておると

思うんですけれども、もともと学校についても、平成27年には長寿命化計画
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策定にかかわる手引というのがもう示されていて、それを含めた再配置計画

の中で公共施設の約４割を占める学校施設でもあるし、建築後25年以上経過

した建物の保有面積の約７割を学校が占めているわけだから、半分ぐらいが

再配置計画の中身のものを占めていて、いわゆる公共施設、財政から見て減

らしていくという検討がされているわけだから、もともと岩倉市において学

校施設というのは一番重きの中での再配置計画の策定に向けて取り組んでき

ているわけだから、入っていると私は解釈しているから、外すんじゃなくて、

もう入っているという考え方であります、私は。入っていて当然だと思って

います。 

◎委員（関戸郁文君） 入っていて当然と私も思いますよ。思いますけれど

も、より明確にしたというふうな答弁があったと思うんですが、そこのとこ

ろはより明確にしなくていいというふうな御意見でしょうか。 

◎委員（塚本秋雄君） 明確って、どういう明確。補正予算の中でやっと学

校施設の長寿命化計画の経過の説明があったぐらいで、いわゆるこの総務・

産業のときに明確になっていなかったんじゃないですか。 

◎委員（関戸郁文君） 今、説明があった３つの理由をおっしゃられました

が、その理由をもって明確になったと僕は思うんですけれども、明確にこれ

を所掌事項にするので、条例に入れるというふうな意見に対して必要ないと

おっしゃられているわけですから、必要ない理由が僕にはちょっとよくわか

らないんですよ。もう少し明確に教えていただきたいんです。 

◎委員（塚本秋雄君） 私は市の予算というのは、当初予算を組んで年間を

通してやってくるわけです。今回これは途中で入ってきた補正予算です。も

っと早くやるべきものじゃなかったんですか。ということは、僕は入ってい

たという解釈の中で再配置計画の策定の取り組みが進められてきておると思

っておるわけです。こんな大きな大事なことを補正予算の中で出てきて、若

干プロセスがわからない中で言われても、それが３つの中の予算を組んだか

らという理由が、これは議会としてはちょっとはてながつきます。 

◎委員長（大野慎治君） ほかに討議すべき事項はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（大野慎治君） ないようですので、議員間討議を終結いたします。 

 次に、議案に対する討論に入ります。 

〔「休憩」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（大野慎治君） 暫時休憩いたします。 

（休  憩） 

◎委員長（大野慎治君） 休憩を閉じ再開いたします。 
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 次に議案に対する討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

◎委員（塚本秋雄君） 議案第52号「岩倉市公共施設再配置計画検討委員会

条例の一部改正について」、反対の立場で討論します。 

 本議案の改正理由としては、岩倉市公共施設再配置計画検討委員会におい

て、岩倉市公共施設再配置計画と整合を図る必要のある岩倉市学校施設長寿

命化計画の策定もあわせて行うこととするため、委員会の所掌事務に岩倉市

学校施設長寿命化計画の作成に関することを加える一部改正でありますが、

岩倉市公共施設再配置計画検討委員会にも、もともと全ての公共施設の更新、

統合、複合化を含めた長寿命化に関することは既に所掌事項に入っていると

判断できますので、あえて委員会の所掌事項に学校施設長寿命化計画の策定

を入れる必要がないと判断し、議案第52号には反対をします。 

◎委員（関戸郁文君） 岩倉市公共施設再配置計画検討委員会条例の一部改

正について、賛成討論をいたします。 

 今回の条例改正は、岩倉市公共施設再配置計画検討委員会において、学校

施設長寿命化計画の検討を行うことができるよう条例の一部改正を行うもの

であり、学校施設長寿命化計画については、文部科学省の解説書を参考にし

て業務委託をし、案として当局側が取りまとめ、それを再配置計画検討委員

会で検討するものであり、条文においても学校施設長寿命化計画と明確にす

るものです。第３条の所掌事項については、その対象が明確になっているも

のについては条例に定めるべきであると考えますので、条例の改正について

は必要であると考えます。 

 以上の理由から条例の一部改正に賛同し、賛成討論といたします。 

◎委員長（大野慎治君） ほかに討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（大野慎治君） 討論を終結し、採決に入ります。 

 議案第52号「岩倉市公共施設再配置計画検討委員会条例の一部改正につい

て」賛成の委員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

◎委員長（大野慎治君） 挙手少数であります。 

 採決の結果、議案第52号は賛成少数により否決すべきものと決しました。 

 以上で、当委員会に付託されました議案は全て議了いたしました。 

 なお、本日の委員会の委員長報告につきましては正・副委員長に御一任願

いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 



８ 

◎委員長（大野慎治君） 御異議なしと認めます。 

 以上で総務・産業建設常任委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 




